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　今月の表紙は「佐部城跡」です。秀田城とも呼ばれます。

　上田原と佐部の境目にある山(標高132m)の山頂に、
たむらはんのじょう

田村半之丞

が天正の初めに築いたといわれる山城で、石垣や土塁、堀切など

が残されています。戦国時代に古座の高川原氏らの連合軍が攻め

寄せたが、この時の城主で、新宮の堀内氏の家臣
しいばしごんざえもん

椎橋権左衛門の

守りに苦戦した。しかし、高川原氏の一族で鉄砲の名手浅利平六

が、3町(約330m)余り隔てて
ろくもんめ

六匁球の火縄銃で城主椎橋を狙撃し

たことにより戦況が一変し、落城したと伝わっています。

表紙文化財紹介表紙文化財紹介

佐 部 城 跡佐 部 城 跡
町指定文化財町指定文化財 記念物（史跡）記念物（史跡）

昭和52年2月7日指定昭和52年2月7日指定
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広
く
関
わ
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
る
取
組
な

の
で
す
。

■
串
本
町
内
の
取
り
組
み

　

串
本
町
推
進
委
員
会
で
は
、
重
点
目
標

に
従
い
強
調
月
間
で
あ
る
７
月
を
中
心
に

年
間
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。

①
地
域
社
会
に
お
け
る
犯
罪
や
非
行
の
防

止
②
更
生
保
護
活
動
へ
の
協
力

③
青
少
年
教
育
の
振
興
と
協
力

④
そ
の
他
、
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動

■「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は
？

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
〜
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜
は
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

■
地
域
の
チ
カ
ラ
が
犯
罪
や
非
行
を
防
ぐ

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に

事
件
（
犯
罪
）
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
は
す

べ
て
の
人
の
望
み
で
す
。
犯
罪
や
非
行
を

な
く
す
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
取
締
り
を
強
化
し
て
、
罪

を
犯
し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
な

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決

意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ

と
や
、
犯
罪
や
非
行
を
す
る
人
を
生
み
出

さ
な
い
家
庭
や
地
域
作
り
を
す
る
こ
と
も

ま
た
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

立
ち
直
り
を
支
え
る
家
庭
や
地
域
を
つ

く
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
で
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考

え
、
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
あ
な
た
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
は
、

街
頭
広
報
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
等
の
広
報
活
動
に
加
え
て
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ
と
な
ど
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
か
な
え
る
た
め

に
、
今
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
、自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
、

み
な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
更
生
保
護
」
は
、
社
会
の
中
で
の
立

ち
直
り
を
導
き
、
助
け
、
再
び
犯
罪
や
非

行
に
陥
る
の
を
防
ぐ
仕
組
み
で
す
。
そ
の

活
動
に
は
、
保
護
司
や
協
力
雇
用
主
を
は

じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
関
わ
っ
て

い
ま
す
。信
じ
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
。

必
要
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
る
こ
と
。
そ
れ

は
、更
生
へ
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

更
生
保
護
は
、
社
会
に
暮
ら
す
人
た
ち
が

強
調
月
間
で
す

強
調
月
間
で
す

第
70
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

7
月
1
日
〜
7
月
31
日
は

7
月
1
日
〜
7
月
31
日
は
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紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
は

和
歌
山
県
初
開
催
で
あ
る
国
内
最
大
の
文

化
の
祭
典
で
す
。

　

全
国
的
な
規
模
に
よ
る
発
表
、
競
演
、

そ
し
て
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

参
加
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ
る
文
化
祭
で

す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
活
動
に
参

加
し
、
他
者
へ
の
発
信
や
協
働
を
通
じ
て

地
域
社
会
全
体
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、

「
元
気
な
和
歌
山
」
を
実
現
す
る
大
会
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
方
針

・
文
化
力
の
更
な
る
向
上
を
目
指
す

・
先
人
が
育
ん
で
き
た
文
化
を
継
承
す
る

・
新
し
い
文
化
の
創
造
を
促
す

開
催
期
間

令
和
３
年
10
月
30
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　

11
月
21
日
（
日
）
ま
で

会
場

開
会
式　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル

閉
会
式　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

※
期
間
中
は
、
県
内
各
地
で
多
彩
な
文
化

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
分
野
別
交
流
事
業

　

全
国
か
ら
出
演
者
や
作
品
を
募
集
し
、

分
野
別
（
23
分
野
）
に
講
演
や
展
示
等
を

実
施
し
ま
す
。

②
地
域
文
化
発
信
事
業

　

世
界
遺
産
、
日
本
遺
産
、
食
文
化
や
歴

史
等
の
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用
し
、
和

歌
山
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

③
障
害
者
交
流
事
業

　

出
演
者
や
作
品
を
募
集
し
、
発
表
の
場

を
提
供
。
障
害
の
あ
る
人
の
芸
術
及
び
文

化
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
４
０
―
８
５
８
５

和
歌
山
市
小
松
原
通
1-1
県
庁
東
別
館
５
階

第
36
回
国
民
文
化
祭
、
第
21
回
全
国
障
害

者
芸
術
・
文
化
祭
和
歌
山
県
実
行
委
員
会

事
務
局
（
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
推
進

局
総
務
企
画
課
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
３
―
４
４
１
―
２
４
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３
―
４
２
３
―
７
１
２
０

紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１

和
歌
山
県
誕
生
１
５
０
年

第
36
回
国
民
文
化
祭
・
わ
か
や
ま
２
０
２
１

第
21
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
わ
か
や
ま
大
会

合
唱
　
吹
奏
楽
　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

太
鼓
　
か
る
た
　
華
道
　
茶
道
　
短
歌

演
劇
　
洋
舞
　
将
棋
　
現
代
詩
　
俳
句

お
香
　
大
正
琴
　
民
謡
　
着
物
　
川
柳

健
康
麻
雀
　
邦
楽
　
ダ
ン
ス
　
連
句

吟
剣
詩
舞
道

ＨＰ twitter instagram facebook

公式ＨＰ・ＳＮＳで情報発信中

紀の国わかやま文化祭２０２１

　本文化祭周知のために、本文化祭の公式
ＳＮＳやグッズを活用したＰＲ活動にご協
力いただける方を募集しています。参加い
ただける方はチラシ（町文化センターにて
配布中）または公式ＨＰをご確認ください。

募集期間
　令和３年１１月２１日（日）まで
応募資格
　特になし（誰でも参加可能）
活動例
○文化祭ＳＮＳ公式アカウントをフォ
ロー・シェア（イベントの様子や大会情
報など）
○文化祭の情報などをＳＮＳで投稿（＃を
つける、イベントに参加して様子を投稿
など）
○広報グッズを活用した広報
○その他、各自でできる広報活動
活動条件
○報酬・交通費の支給はありません
○広報グッズ（エコバッグ・シール・ボー
ルペン）を差し上げます

広報ボランティア募集中
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図
書
館
は
、
現
在
の
場
所
か
ら
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
転
し
ま
す
。
移
転
に
伴

い
、
令
和
２
年
８
月
１
日（
土
）
か
ら
し

ば
ら
く
の
間
、
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
８
月
、
９
月
の
よ
み
き

か
せ
会
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
自
動
車
文
庫
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
開
館
は
、

令
和
2
年
10
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
２
―
０
０
０
６

　

６
月
１
日
よ
り
社
会
教
育
施
設
等
の
利

用
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、「
新
し
い
生
活
様
式
」（
①
身

体
的
距
離
の
確
保
、②
マ
ス
ク
の
着
用
、③

手
洗
い
の
徹
底
）
を
参
考
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
う

え
で
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
施
設
】

串
本
町
総
合
運
動
公
園

串
本
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

串
本
町
立
体
育
館

串
本
町
武
道
館

串
本
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

串
本
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

田
原
若
者
広
場

旧
町
立
小
中
学
校
体
育
館

　
（
和
深
、
田
原
、
錦
富
、
田
並
、
大
島
）

串
本
町
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
向
）

公
民
館
各
支
館
内
の
施
設

串
本
町
図
書
館

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
停
止
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
、
開
講
を
見
送
っ
て
い
た

教
育
課
主
催
の
各
講
座
が
、
６
月
か
ら
順

次
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
英
会
話
講
座
と
パ
ソ
コ
ン
講

座
を
新
た
に
開
講
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

６
月
10
日（
水
）
と
11
日（
木
）
に
第
１
回

目
が
あ
り
ま
し
た
。

　

英
会
話
講
座
は
、
町
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
が
講
師
と
な
り
、初
級
・

中
級
・
上
級
に
分
か

れ
て
行
い
ま
す
。
第

１
回
目
で
は
、
講
師

の
自
己
紹
介
に
対
し

て
英
語
で
質
問
を
す

る
な
ど
し
て
、
英
会

話
に
触
れ
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
講
座

は
、
講
師
の
西
野
裕
先
生
が
初
心
者
向
け

に
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
を
指
導
し
ま
す
。

第
１
回
目
で
は
専
用
の
ソ
フ
ト
を
用
い

て
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
で
あ
る
文
字

入
力
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
練
習
し

ま
し
た
。

　

今
夏
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
生
活

環
境
下
で
す
の
で
、
例
年
以
上
に
熱
中
症

に
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

十
分
な
感
染
症
予
防
を
行
い
な
が
ら
、
熱

中
症
予
防
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
心
掛
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
マ
ス
ク
着
用
時
の
注
意
点

　

夏
の
気
温
・
湿
度
が
高
い
中
で
の
マ
ス

ク
着
用
は
熱
中
症
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
着
用
時
は
、
呼
吸

に
よ
る
熱
放
散
が
で
き
ず
、
の
ど
の
乾
き

に
も
気
付
き
づ
ら
く
な
る
た
め
、
高
体
温

や
脱
水
に
な
り
や
す
く
、
熱
中
症
を
発
症

す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

酸
素
を
取
り
込
み
づ
ら
く
な
る
た
め
、
激

し
い
運
動
を
行
う
と
、
め
ま
い
や
立
ち
く

ら
み
、
激
し
い
息
切
れ
を
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

◆
エ
ア
コ
ン
の
使
用
に
つ
い
て

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
は
エ
ア
コ
ン
の

活
用
が
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
一
般
的
な

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
は
、
空
気
を
循
環
さ
せ

る
だ
け
で
換
気
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
に
は
、

冷
房
時
で
も
窓
開
放
や
換
気
扇
に
よ
っ
て

換
気
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
換
気
に

よ
り
室
内
温
度
が
高
く
な
り
が
ち
な
の

で
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
を
こ
ま
め
に

調
整
し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

１　

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

・
エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
等
を
上
手
に
使
用

し
、
部
屋
の
温
度
を
調
整

・
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
で
身
体
を
冷
や
す

・
涼
し
い
服
装
に
す
る

・
外
出
時
に
は
日
傘
、
帽
子
を
着
用
す
る

・
暑
い
日
や
時
間
帯
は
無
理
を
し
な
い

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日
等
は
特
に
注
意

２　

適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
ま
し
ょ
う

・
気
温
、
湿
度
の
高
い
中
で
の
マ
ス
ク
着

用
は
要
注
意

・
屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
（
２
メ
ー
ト

ル
以
上
）
を
確
保
で
き
る
場
合
に
は
、

マ
ス
ク
を
は
ず
す

・
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
時
は
、
負
荷

の
か
か
る
作
業
や
運
動
を
避
け
、
周
囲

の
人
と
の
距
離
を
十
分
に
と
っ
た
上

で
、
適
宜
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
休
憩
を

３　

こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
ま
し
ょ
う

・
の
ど
が
乾
く
前
に
水
分
補
給

・
１
日
あ
た
り
1.2
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に

・
大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も
忘
れ

ず
に

４　

日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

・
日
頃
か
ら
体
温
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

・
体
調
が
悪
い
と
感
じ
た
時
は
、
無
理
せ

ず
自
宅
で
療
養

　
【
一
般
図
書
】



仮
名
手
本
殺
人
事
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

稲
羽　

白



平
蔵
の
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

逢
坂　
　

剛



ド
ミ
ノ
イ
ン
上
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

恩
田　
　

陸



今
日
も
町
の
隅
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

小
野
寺 

文
宜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

　
【
児
童
図
書
】



な
が
〜
い 

は
な
で 

な
に
す
る
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

齋
藤　
　

慎



い
ち
ご
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

さ
と
う
め
ぐ
み



は
し
れ
！
お
べ
ん
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

片
平　

直
樹



と
り
あ
え
ず 

ご
め
ん
な
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

五
味　

太
郎



妖
怪
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

広
瀬　

克
也

　

毎
年
夏
季
に
実
施
し
て
い
ま
す
左
記

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
、
学
校
の
夏
休
み

短
縮
等
の
観
点
か
ら
今
年
は
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

何
と
ぞ
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
西
向
小
学
校
プ
ー
ル
の
一
般
開
放

・
町
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
会

お
詫
び
と
訂
正

公
民
館
報
第
91
号
７
頁
の
「
令
和
２
年

度
本
館
講
座
受
講
生
の
募
集
」
の
記
事

に
つ
い
て
茶
道
教
室
の
開
催
日
時
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

茶
道
教
室

【
訂
正
前
】
毎
週
第
１
・
３
木
曜
日

【
訂
正
後
】
毎
週
第
１
・
３
火
曜
日

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

図
書
館
移
転
に
伴
う

　
休
館
に
つ
い
て

社
会
教
育
施
設
等
の

利
用
再
開
に
つ
い
て

社
会
教
育
施
設
等
の

利
用
再
開
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
本
館
講
座

令
和
２
年
度
本
館
講
座

令
和
２
年
度
本
館
講
座

令
和
２
年
度
本
館
講
座

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

新
着
図
書
の
紹
介
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串本町大島プール使用料
区　分 料　金

串
本
町
民

中学生以下 無料

一
般

個人使用 1人につき210円

団体使用
（10人以上） 1人につき150円

高齢者等 無料

上
記
以
外

中学生以下 1人につき100円

一
般

個人使用 1人につき310円

団体使用
（10人以上） 1人につき210円

高齢者等 1人につき210円

備考
1. 入場 1回の使用料とする。
2. 高齢者等とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。
（1）70才以上の者　（2）身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健
福祉手帳の所持者　（3）介護保険法 (平成9年法律第123号）の規定に
より、要介護状態又は要支援状態として認定された者
3. 小学生未満の使用については、付添人があるものに限り許可する。

　

河
内
祭
は
、
源
平
の
戦
い
に
出
陣
し
、

勝
利
を
収
め
た
熊
野
水
軍
の
凱
旋
の
姿
を

伝
え
た
も
の
と
い
わ
れ
、
御
船
行
事
は
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

日
本
遺
産
「
鯨
と
と
も
に
生
き
る
」
に
も

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
7
月
の
第
４
土
曜
日
、
日
曜
日

に
、「
熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
夕
べ
」

の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
、

古
座
川
流
域
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
た
く

さ
ん
の
方
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
熊
野
水
軍
古
座
河
内
祭
の
夕
べ

（
花
火
大
会
を
含
む
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

中
止
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
河
内
祭
に
つ

い
て
も
神
事
の
み
執
り
行
う
こ
と
に
決
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

７
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
場
所
　
　
　
時
間

　
宵
宮
祭
　
　
古
座
神
社
　
19
時
～

７
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
場
所
　
　
　
時
間

　
渡
御
祭
　
　
古
座
神
社
　
８
時
～

　
大
前
の
儀
　
河
内
神
社
　
９
時
～

　
還
御
祭
　
　
古
座
神
社

　

大
島
プ
ー
ル
の
開
放
開
始
を
前
に
６
月

12
日（
金
）
に
プ
ー
ル
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

　

プ
ー
ル
清
掃
は
毎
年
、
大
島
小
学
校
の

児
童
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
児
童
の
参
加
は
中
止
と
し
、
教
育
課

職
員
と
大
島
小
学
校
の
先
生
、
保
護
者
、

大
島
区
の
方
々
で
行
い
ま
し
た
。
雨
が
降

る
中
で
の
清
掃
で
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま

で
、
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
島
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
７

月
１
日
よ
り
一
般
開
放
を
開
始
し
ま
す
。

（
詳
細
は
本
項
下
部
参
照
）

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

河
内
祭
の
縮
小
開
催
に
つ
い
て

プール清掃の様子

■
使
用
期
間

　

７
月
１
日（
水
）
〜
８
月
31
日（
月
）

　

10
時
か
ら
16
時
ま
で

■
使 

用 

料

　

左
記
表
の
と
お
り

■
大
島
小
学
校
プ
ー
ル
水
泳
指
導
日

　

次
の
日
時
は
、
大
島
小
学
校
の
プ
ー
ル
水
泳
指
導

　

の
た
め
、
貸
し
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
７
月
21
日
・
28
日
・
31
日

　

10
時
か
ら
15
時
ま
で
貸
し
切
り

　

※
な
お
、
天
候
等
の
状
況
に
よ
り
臨
時
休
業
す
る
こ
と

　
　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
一
般
開
放
の
中
止

　

や
入
場
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
お
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
６
２
―
０
０
０
６

大
島
プ
ー
ル

　
プ
ー
ル
清
掃
実
施

大
島
プ
ー
ル

　
プ
ー
ル
清
掃
実
施

大島プール営業について

　公民館報くしもと　第92号

　
「
学
校
」

　

私
は
、
長
い
間
「
学
校
」

と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま

し
た
。
教
え
ら
れ
る
側
と

し
て
十
八
年
、
教
え
る
側
と
し
て
三
十
六
年
、

支
援
す
る
側
と
し
て
八
年
。
思
え
ば
、
ピ
カ
ピ

カ
の
一
年
生
と
し
て
小
学
校
に
入
学
し
て
以
来
、

六
十
年
以
上
も
「
学
校
」
と
の
縁
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

明
治
五
年
に
「
学
制
」
が
発
布
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
寺
子
屋
や
私
塾
で
学
ん
で
い
た
子
ど
も
達

は
、
初
め
て
「
学
校
」
と
い
う
場
で
活
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
百
五

十
年
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
の
姿
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

で
は
、
自
分
が
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
一
九
六
０
年
代
と
現
在
と
で
、
学
校
の
数
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
と
い
う
の
が
、

左
の
表
で
す
。

　

か
つ
て
、
教
育
の
重
要
性
を
認
識
し
た
人
々

は
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
に
貴
重
な
財

産
と
労
力
を
投
入
し
て
「
学
校
」
を
作
り
、
地

域
の
子
ど
も
達
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て
、

様
々
な
支
援
を
し
な
が
ら
、「
わ
が
ら
の
学
校
」

と
し
て
温
か
く
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
時
代
の
変
化
（
過
疎
化
・
少
子

高
齢
化
・
生
活
様
式
の
変
化
・
価
値
観
の
多
様

化
・
行
政
の
効
率
化
等
）
に
よ
り
、「
学
校
」
の

数
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の

間
、「
学
校
」
に
思
い
を
寄
せ
支
え
て
き
た
多
く

の
人
々
は
、『
時
代
の
流
れ
や
か
ら
仕
方
な
い
な

あ
』
と
、
心
な
ら
ず
も
「
学
校
」
が
な
く
な
る

こ
と
を
認
め
て
き
た
と
い
う
の
が
、
本
音
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
学
校
」
は
、
様
々
な
機
能
を
持
っ
た
存
在
だ

が
、
三
つ
に
要
約
す
る
と
、①
子
ど
も
が
学
ぶ
場

②
地
域
の
文
化
を
継
承
す
る
場
③
教
職
員
が
生

活
の
糧
を
得
る
場
、
と
言
え
ま
す
。
教
室
か
ら

子
ど
も
達
の
学
び
の
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
、

地
域
総
出
で
楽
し
ん
だ
運
動
会
や
学
芸
会
が
な

く
な
り
、
地
域
に
住
み
込
ん
だ
先
生
と
の
親
し

い
交
流
が
で
き
な
く
な
り
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
か
ら
「
学
校
」
へ
の
関
心
が
薄
ら
い
で
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
全
て
の
要
因
で

は
な
い
に
し
て
も
、
そ
う
い
う
社
会
の
情
勢
が
、

今
の
「
学
校
」
が
抱
え
て
い
る
様
々
な
課
題

（
不
登
校
・
い
じ
め
・
不
祥
事
・
多
忙
化
・
ク

レ
ー
マ
ー
等
）
の
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

  「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
、
先
に
述
べ

た
よ
う
な
教
育
的
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、

「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
学
校
と

地
域
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
く
取

組
み
で
す
。

　

平
成
二
十
九
年
に
仁
坂
知
事
が
、『
今
後
三
年

間
で
和
歌
山
県
の
全
て
の
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
す
る
』
と
宣
言
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
串
本
町
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
よ
り
取
組
ん
で
い
た
「
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
成
果
と
課
題
を
基
に
し
て
、
新
た
に
「
学
校

運
営
協
議
会
規
則
」
を
制
定
し
、
県
下
の
先
発

隊
と
し
て
す
ぐ
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。　

　

串
本
西
小
中
学
校
区
で
は
、
和
深
地
区
に
学

校
が
な
く
な
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
で
し
た
。
そ
こ
で
、
和
深
・
田

並
・
有
田
の
地
区
を
順
番
に
回
る
行
事
を
計
画

し
、
地
域
巡
り
・
地
域
清
掃
・
地
域
キ
ャ
ン
プ

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果

が
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
小
中
合
同
運
動

会
」
へ
と
結
び
つ
き
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

西
向
小
中
学
校
区
で
は
、「
学
校
共
育
」・「
家

庭
共
育
」・「
地
域
共
育
」
の
三
つ
の
部
会
が
中

心
と
な
り
、
避
難
所
巡
り
・
地
区
清
掃
・
木
工

教
室
な
ど
の
行
事
を
実
施
し
て
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
強
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令

和
元
年
度
地
域
学
校
協
働
活
動
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
学
校
で
も
、
地
域
と
連
携
し
た

様
々
な
活
動
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

串
本
町
の
活
動
は
、
県
下
で
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
学
校
」
が
、
そ
こ
に
学
ぶ
子
ど
も
を
核
と
し

て
、
教
員
・
保
護
者
・
地
域
住
民
が
親
し
く
交

流
で
き
る
場
と
な
り
、
再
び
「
わ
が
ら
の
学
校
」

に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
串
本
町
に
お
け
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
活
動
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　

 

森　

博
司

※
現
在
の
小
中
学
校
は
、
小
学
校
と
し
て
・
古
座
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中
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小
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の
部
】

主　　催　串本軟式野球クラブ協会
後　　援　串本町教育委員会・串本町体育協会
期　　日　８月１５日（土）
予定場所　総合運動公園野球場ほか
申 込 先　教育課社会教育グループ
　　　　　Tel.６２－０００６
申込締切　８月７日（金）午後５時まで
抽　　選　８月７日（金）午後７時より
　　　　　串本町文化センターにて
参 加 費　２，０００円
参加資格　
　・町内在住者、勤務者及び出身者
　・串本軟式野球クラブに加盟されている方
　・小中学、高校生の出場は認めない但し定時制
　　高校生の出場は認める。
　・大学（軟式、硬式等）、社会人野球に籍を置
　　く者の出場は認めない。
　・二重登録は認めない。
そ の 他　
　新型コロナウイルスの感染状況により急遽中止
する場合があります。
　出場チームは、主催者が定める感染症対策を必
ず行ってください。

令和３年

令和３年成人式の司会・受付等を行う実
行委員を募集しています。希望される方は
教育課社会教育グループまでお申し込みく
ださい。

 対 象 者
平成１２年４月２日から平成１３年４月１日
の間に生まれた方で、町内在住、当町出身
者とします。

 締 切 日
　令和２年８月２１日（金）

成人式
実行委員の募集

■主　　催　串本町教育委員会、串本町子ども会連絡協議会
■主　　管　串本町図書館
■応募期間　８月３日（月）から８月21日（金）まで
■応募資格　串本町内在住もしくは串本町内の小中学校に在籍
　　　　　　している小学４年生から中学３年生まで
■入　　賞　小学生の部・中学生の部　
　　　　　　各部門最優秀賞１点、優秀賞５点を予定
■応募方法　応募票記載のうえ教育課、図書館、学校へ提出
■ポップ規格
　①大 き さ　官製はがきサイズを(10cm×14.8cm)基本とし、
　　　　　　　最小(9cm×14cm)、最大(10.7cm×15.4cm)。
　②作品材質　官製はがき、または同程度の厚みのある紙
　③応募点数　１人につき１点
　④紹 介 文　・字数制限はありません（本のタイトル、著者名は必ず記載)
　　　　　　　・未発表のオリジナル作品で、手書きのものに限ります。
　　　　　　　・表紙のイラストなど、著作権を侵害するような既存作品・キャラクター
　　　　　　　　の使用はできません。
　　　　　　　・本の中身や帯、インターネット等で公開されている紹介文をそのまま写
　　　　　　　　した文章等の使用はできません。
■お問い合わせ　串本町図書館（Tel.62-4653）教育課社会教育グループ（Tel.62-0006）

教
育
課
よ
り
お
知
ら
せ

令和２年度串本町小中学生ポップコンクール作品募集令和２年度串本町小中学生ポップコンクール作品募集

昨年度最優秀賞作品

盆野球大会第17回
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